
 

 

パボで『戦闘中』が行われました。鬼の黒い服に付けられた紙風船を制限時間内に子どもたちが玉をぶつけて割る…という
ゲーム。鬼…と聞き、怖がる子もいましたが、勇気を振り絞り、鬼に向かって玉をエイッ！見事、子どもたちの勝利☆ 
大人も子どもも楽しい時間を過ごしました。 ＊冬に第 2弾があるかも…楽しみですね！ 

ひがしいず幼稚園   R ５・ ９・ ６ 

長い夏休みも終わり、いよいよ２学期が始まりました。 

真っ黒に日焼けした子、夏休みの思い出話が止まらない子、久しぶりの友達との再会を 

喜ぶ子…と、元気な子どもたちの声と笑顔が幼稚園に戻ってきました。 

 

２学期も、園目標である『夢中になって遊び込める子』をめざして、頭（考えよう！）、心（感

じよう！）、体（やってみよう！）をたくさん動かして取り組んでいきたいと思います。 

これから、運動会に向けて練習が始まります。その中で、速く走るために試行錯誤したり、友達

と作戦を話し合ったり、いろいろなことを頭で考えます。勝ったり、自分が思っている以上の成果

をあげたり、１番になれず涙したりなどいろいろな思いを感じます。そして、繰り返し練習をした

り、不安や怖い気持ちを払拭し挑戦したりなどいろいろなことをやってみます。きっとたくさんの

「考えよう！」「感じよう！」「やってみよう！」が見られると思います。 

２学期の最後に、子どもたちからどんな話が聞けるか楽しみです。 

 

そして、もう一つ頑張ること…それは、『聞く』ことです。「よい耳を持とう！」というお話をし

ました。 

人の話を聞くどころか自分の話をしてばかり、途中で話をさえぎってしまい、話を最後まで聞け

ない子がいます。自分の気持ちをわかってほしいという気持ちが強く、相手を理解しようとするこ

とが二の次になってしまうのは、子どもの特性と仕方がないことのようですが、始業式でも、私が

話をしている最中に「知っているよ。やったことある。」「それはね、…ってことだよね。」「…って

思う。」と発言する子がチラホラ。内容的には合っているのですが、こちらが質問をしたり、答え

を求めている場面ではいのに、話し始めると止まらなくなってしまうのです。 

聞く力が身につくと同時にたくさんの力もつながります。（どんな力がつくかは、右の枠内を読

んでみてください。） 

 

２学期は、運動会や、人形劇鑑賞、餅つき、お楽しみ会、芋掘り、表現遊びなど

楽しい行事がたくさんあります。１学期同様、安心して楽しく過ごせる幼稚園生

活にしていきたいと思いますので、引き続き、『早寝・早起き・朝ごはん・スッ

キリうんち』を心がけるなど、ご協力をよろしくお願い致します。 

「同じ時間に寝る」または「同じ時間に起きる」といった規則正しい睡眠と覚醒（目覚めること） 

のリズムを整えてよい睡眠をとることは、子どもの健やかな発育と成長、健康保持のために大切です。十分な睡眠時間ととも

に質のよい睡眠は、子どもたちの運動能力や記憶能力を高め、夜間に質のよい睡眠をとることで、 

日中の体調や集中力、意欲にも良い影響があると考えられます。また、朝食をとることも大切です。 

朝食をとることで体温が上昇し、体が活動するための準備ができます。 

子どもたちが十分な睡眠をとれるように、生活リズムや環境を整えてあげるとともに、食をとる習慣を身につけさせましょう。 

幼児期は、「聞く力」を定着させるための練習期間であり、小学校生活に向けて「聞く力」の土台づくりをするための大

切な期間でもあります。聞く力を身につけるということは、話を最後まできくことができるだけではなく… 

＊集中力が育つ 

相手の話を集中して聞き、その内容を正しく理解しようとすることで「集中力」が鍛えられ、たくさんの音のなかで「聞

きたい音」「聞き流してもいい音」を取捨せんたくすることができるようになります。 

＊想像力・共感力が育つ 

相手の話を集中して聞くことで、言葉に隠された「相手の考えや気持ち」を想像することができるようになります。相

手の考えや気持ちを正しく理解しようとするため、想像力や共感力が育ちます。 

＊語彙力が育つ 

集中して聞いた言葉は脳にインプットされて、語彙力が増えることにつながります。 

＊読解力が育つ 

相手が話した文章を「どんな内容で、なにを伝えているのか」と分析して、理解することで、読解力が身につきます。 

＊コミュニケーション力が育つ 

「聞く力」が身につけば、相手の話の内容理解や応答（リアクション）がスムーズにおこなえて、豊かなコミュニケー

ションができることにつながります。 

また、言葉をしっかりと聞くことは、単に国語の力がつくというだけでなく、思考力を高め、理解力を深めることにも深く

つながっていくといいます。 

子どもが言葉に耳を傾けるようにするには、褒めるべきところでたくさん褒めるということが大切。たくさんの褒め言葉を

かけてあげると、子どもは自然と話を聞く姿勢が身についていき、相手の話に耳をかたむけるようになります。子どものよい

ところをたくさん見つけ、たくさん褒めてあげましょう！ 


